
１．施策の概要

91



取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「特定健康診査受診率」、「特定健康診査の受診勧奨割合」、「PHRの活用についての認知度」、「健康
パッケージ提供数」、「健康スポーツイベント等の参加者数」、「1日のうち2食以上、主食・主菜・副菜をそ
ろえた食事をしている人の割合」、「適正体重を維持している人」、「かかりつけ歯科医を有する人の割合」、
「コンソーシアム連携事業への参加者数」については、目標を達成している。「大腸がん検診受診率」、
「PHRを活用した健康相談件数」、「従業員の健康づくりに取り組む企業数（累計）」、「歯周病検診の要治
療者の受診率」については、未達成だが、目標には近づいている。「健康づくりに関する教室・講演会への参
加者数」については、未達成である。

市民満足度の分析

【満足度58.5%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で73.2%、最も低いのが40歳台で49.2%である。
・健康状態がよいとした人の約8割が、また、趣味や生きがいがある人の約6割が心身ともに健康に暮らせる環
境が整っていることに満足しており、健康状態や趣味等の有無が満足度につながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、1.8ポイント上昇した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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●取り組みに紐づかない指標
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「１．がん対策の推進」、「２．健康診査の効果的な受診勧奨」、「４．健康スポーツの普及」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高
い。
・「６．歯科口腔保健の推進」の取組満足度は高いものの、関心・期待度・ニーズは低い。
・「３．個人健康記録（PHR）を活用した健康相談」、「５．健康経営の促進」、「７. 健康増進計画等の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満
足度はともに低い。

心身ともに健康に暮らせる
06_01 からだの健康の増進

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

58.5% 10.0% 31.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

22.9％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『心身と
もに健康に暮
らせる』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 06_01 か
らだの健康の
増進』に紐づ
く取り組み⇒
赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、各種健診の受診率向上に向けた対象者への効果的な周知を図るとともに、
スマホアンケートの結果を活用した各個人に適した情報提供により、特に働く世代に向けた取り組みを進めていく。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「薬物乱用防止に向けた支援件数（累計）」、「福祉サービス検索システムを利用した人のうち、支援や
サービスにつながった割合、及び問題解決に向かった割合」は目標を達成している。「こころの健康相談の相
談件数」については、相談が必要な方に対し、夜間相談会をWEB申込にて実施したり、相談窓口や各種啓発・
研修をSNSを活用して発信するなど、広く相談に関する情報を周知し相談を広げる工夫を重ねている。
・「自殺死亡率」は未達成であるが、その時々の世相や社会情勢に深く影響を受けやすく、市町村における
様々な自殺予防の取組のみで減少がみられるものではないことを踏まえて、取り組みを継続する。

市民満足度の分析

【満足度58.5%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で73.2%、最も低いのが40歳台で49.2%である。
・健康状態がよいとした人の約8割が、また、趣味や生きがいがある人の約6割が心身ともに健康に暮らせる環
境が整っていることに満足しており、健康状態や趣味等の有無が満足度につながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、1.8ポイント上昇した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「１．こころの健康相談」、「３．孤独・孤立対策」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は低い。
・「２．薬物乱用防止に向けた支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

心身ともに健康に暮らせる
06_02 こころの健康の維持・増進

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

58.5% 10.0% 31.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

22.9％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『心身と
もに健康に暮
らせる』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 06_02 こ
ころの健康の
維持・増進』
に紐づく取り
組み⇒赤ダイ
ヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、日常生活等において孤独を覚えることで、心身に有害な影響を受けている状態の人
が速やかに支援を受けることができるよう、引き続き、福祉サービス検索システムの関係機関等を含めた周知を進
めていく。

・こころの健康相談など、自殺対策の取り組みのさらなる周知・啓発を行っていく。

・薬物乱用防止に向けた支援については、取組が成果に結びついていない現状を踏まえ、出前講座や若年層への啓
発強化等、より効果的な方法を検討していく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「療養生活について相談できる人がいる、または困っていることがない」と回答した割合」と「指定難病医
療費助成制度更新申請者の療養状況把握割合」について、共に未達成である。

市民満足度の分析

【満足度58.5%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で73.2%、最も低いのが40歳台で49.2%である。
・健康状態がよいとした人の約8割が、また、趣味や生きがいがある人の約6割が心身ともに健康に暮らせる環
境が整っていることに満足しており、健康状態や趣味等の有無が満足度につながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、1.8ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．難病対策事業の推進」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。

心身ともに健康に暮らせる
06_03 難病患者が地域で安心し

て暮らせる環境づくり

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

58.5% 10.0% 31.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

22.9％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『心身と
もに健康に暮
らせる』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 06_03 難
病患者が地域
で安心して暮
らせる環境づ
くり』に紐づ
く取り組み⇒
赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の全体の方向性としては、引き続き、難病患者およびその家族が安心して暮らせるよう、リハビリ専門職等
による専門相談の実施や家族に対する交流会や相談会の実施、レスパイト入院費用の助成など、医療機関等と連携
しながら取り組んでいく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「結核の罹患率」、「1歳までにＢＣＧ接種を終了している者の割合」が目標を達成して
いる。「収去検査における違反・不適件数」、「MR１期（麻しん・風しん含む）の接種率」は未達成だが、目
標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度58.5%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で73.2%、最も低いのが40歳台で49.2%である。
・健康状態がよいとした人の約8割が、また、趣味や生きがいがある人の約6割が心身ともに健康に暮らせる環
境が整っていることに満足しており、健康状態や趣味等の有無が満足度につながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、1.8ポイント上昇した。

113



３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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●取り組みに紐づかない指標

※関連指標なし
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施策の分析

・「１．感染症への対策」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は平均的である。
・「２．感染症予防計画及び健康危機対処計画の策定」、「３．三師会及び拠点応急救護所を設置する災害医療協力病院と連携した訓練・研修」の
取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。

心身ともに健康に暮らせる
07_01 健康に関する危機管理体

制の充実

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

58.5% 10.0% 31.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

22.9％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『心身と
もに健康に暮
らせる』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 07_01 健
康に関する危
機管理体制の
充実』に紐づ
く取り組み⇒
赤ダイヤ◆
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４．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続きワクチンの接種率の維持・向上等により、感染症のまん延を予防するとと
もに、市民が感染症とその予防策に関する正しい知識や情報を取得できるよう、情報の発信や啓発に取り組む。

・新興感染症の発生時における医療提供体制確保のため、医療機関との連携を強化し、また、感染症指定医療機関
である市立ひらかた病院と、患者搬送等の実践的な訓練に取り組む。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、目標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度58.5%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で73.2%、最も低いのが40歳台で49.2%である。
・健康状態がよいとした人の約8割が、また、趣味や生きがいがある人の約6割が心身ともに健康に暮らせる環
境が整っていることに満足しており、健康状態や趣味等の有無が満足度につながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、1.8ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．動物愛護・適正飼養の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

心身ともに健康に暮らせる
07_02 人と動物の共生

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

58.5% 10.0% 31.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

22.9％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『心身と
もに健康に暮
らせる』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 07_02 人
と動物の共
生』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、趣味や生きがいにつながる取り組みでもあることから、引き続き啓発活動のさらな
る推進に向け、従来の取り組みの改良および新たな取り組みの検討を進める。

122



１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、「コンソーシアム連携事業への参加者数」が目標を達成している。「地域医療機関から市
立病院への紹介件数」、「北河内こども夜間救急センターから二次医療機関に後送した患者の入院率」、「医
療通訳士の利用件数」、「医療機関への手話通訳者の派遣件数」は未達成である。

市民満足度の分析

【満足度54.6%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で75%、最も低いのが80歳以上で45.6%である。
・健康状態がよいとした人から順に、まあよい、ふつう、あまりよくない、よくないと満足度が低いことから、
健康状態が満足度につながる指標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、8.2ポイント減少した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

※取り組みが２つのためマトリクス分析不可
・医療通訳士の登録派遣
・手話通訳者の派遣

安心して適切な医療が受けられる
08_01 医療体制の充実

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

54.6% 8.7% 36.7%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

81.5％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

127



５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き動向を分析し、その結果をもとに必要な対応に取り組む。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・「３．在宅福祉サービスの充実」において一部未達成であるものの、それ以外の取り組みについては、概ね達
成できている。

【施策指標】
・「介護保険施設等の施設数」、「認知症サポーター養成講座の参加者数（累計）」、「「自分でできる認知症
の気づきチェックリスト」の利用件数（累計）」、「認知症理解に関して働きかけた店舗等(企業等)数」、「補
聴器購入費申請件数」は、目標を達成している。「介護保険給付に占める在宅サービスの割合」、「「ひらかた
脳活教室」の参加者実人数」、「地域ケア推進実務者連絡協議会の開催件数」は、未達成だが、目標には近づい
ている。「一体的支援事業補助事業申請団体数」、「脳の健康度測定者数」は、未達成である。

市民満足度の分析

【満足度38.8%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で48.8%、最も低いのが40歳台で32.2%である。
・健康状態がよいとした人から順に、まあよい、ふつう、あまりよくない、よくないと低いことから、健康状態
が満足度につながる指標であることが読み取れる。
・住居形態のうち、その他を除き、家族（自身含む）の介護を選択した人の満足度が最も低い結果となった。
・昨年度と比較すると全体では、3.6ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし

131



132



※関連指標なし
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「3.在宅福祉サービスの充実」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は平均的であり、福祉サービスの需要増加や人材不足が影響していると
考えられる。
・「2.(3)認知症対策（患者及び家族の負担軽減）」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は低い。
・「１．ごみ出し支援の拡充」、「２．認知症対策（１）認知症サポーターの養成」の取組満足度は高いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「２．認知症対策（２）予防及び早期発見」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「２．認知症対策（４）認知症対策（脳の健康度測定）」、「２．認知症対策（５）認知症対策（加齢性難聴に対する支援）」の関心・期待度・ニーズと
取組満足度はともに低い。

高齢者が地域でいきいきと暮らせる
09_01 高齢者が地域で安心して

 暮らせる環境づくり

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

38.8% 16.7% 44.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

33.2％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『高齢者
が地域でいき
いきと暮らせ
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 09_01 高
齢者が地域で
安心して暮ら
せる環境づく
り』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、判断能力が不十分な人の権利擁護のため、福祉サービス利用援助を必要とする人が、
埋もれることなく制度を利用できるよう、庁内の関係部署や関係機関との連携を強化し、制度周知に努める。

・介護を選択した人の満足度が低いことから、「2.（3）認知症対策（患者及び家族の負担軽減）」については、引
き続き、認知症一体的支援事業に取り組む団体に対して行う補助金事業の利用件数が目標値を達成できるよう制度
周知の取り組みを進めるとともに、「3.在宅福祉サービス」については、見守りサービスの新たな手法を財源確保
策も含め検討を進めていく。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「ひらかたポイント利用者登録数」、「ひらかたポイントアプリ利用者登録数」、「健康
行動取組者数」は、目標を達成している。「高齢者居場所など通いの場の参加率」、「市がサポートする自主
グループの数」は未達成だが、目標には近づいている。「ひらかたポイントの使用件数」は未達成である。

市民満足度の分析

【満足度38.8%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で48.8%、最も低いのが40歳台で32.2%である。
・健康状態がよいとした人から順に、まあよい、ふつう、あまりよくない、よくないと低いことから、健康状
態が満足度につながる指標であることが読み取れる。
・住居形態のうち、その他を除き、家族（自身含む）の介護を選択した人の満足度が最も低い結果となった。
・昨年度と比較すると全体では、3.6ポイント上昇した。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．高齢者居場所の支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高く、高齢化社会の進展などによるニーズの高まりが影響していると
考えられる。
・「２．介護予防及び外出支援の推進」の関心・期待度・ニーズは平均的であるものの、取組満足度は低く、昨今の介護需要の高まりや、それに伴
う介護人材不足などが影響していると考えられる。
・「３．ひらかたポイントアプリの機能拡充」の取組満足度は高いが、関心・期待度・ニーズが低い。

高齢者が地域でいきいきと暮らせる
09_02 介護予防の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

38.8% 16.7% 44.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

33.2％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『高齢者
が地域でいき
いきと暮らせ
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 09_02 介
護予防の推
進』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

141



５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、高齢者の居場所の支援について、日常生活圏域に１か所の設置に向けた取り組みの
推進や、高齢者の外出機会のさらなる創出を行っていく。

・高齢者の居場所の支援に向け、自主グループの組成、支援の継続が必要であるとともに、介護予防の観点からも
ひらかたポイントの付与対象事業の拡充検討や高齢者の外出機会を創出するため、貯めたポイントの使用促進に向
けた取組の推進を行っていく。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績が得られており、市民満足度もかなり高いという結果であること
から、当該施策を継続することで市民への健康意識の高まりや満足度の向上に期待する。
・市民生活満足度を上げる高齢者の健康で豊かな暮らしのためには多面的な対応が必要であり、居場所や活動の環
境づくりは重要な要素であるが、画一的に提供しても個々のニーズとはマッチしないことも多く、きめ細かく需要
に応えるサービス開発の多様化が求められている。
・施策０５－０１「公共交通機関の利用促進」内の課題で路線バスの廃止・減便が挙げられており、高齢者の交通
手段としてタクシーの重要度が増すことが予見される。タクシークーポンの交換手続き方法の周知を強化していた
だき、高齢者の外出支援を今後も行っていただきたい。
・本施策は中高年の生きがいづくりやQOLの向上、まちの活性化、医療費増加への抑制など、様々な効果が期待さ
れているものといえ、今後の施策の発展にとても期待する。
・介護予防、外出支援の推進をするのであれば、インセンティブだけではなく、土木や都市整備などの環境を取扱
う部門と連携して、「外出したくなる、し易くなる」という環境行動デザインの観点を持つことが望まれる。外出
への誘因としては、魅力的「場」づくり、物理的かつ心理的にサポートする環境づくりが鍵と考え、 04－04の快適
な歩行空間の整備と合わせて「枚方椅子プロジェクト」とのコラボも有効である。まちは公共のリビング（コモン
リビング）と考えれば、ユニバーサルな居心地の良い環境となるのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「ひらかた生き生きマイレージ（介護予防ポイント事業）による活動件数」が目標を達成
している。「高齢者居場所など通いの場の参加率」は未達成である。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度38.8%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で48.8%、最も低いのが40歳台で32.2%である。
・健康状態がよいとした人から順に、まあよい、ふつう、あまりよくない、よくないと低いことから、健康状
態が満足度につながる指標であることが読み取れる。
・住居形態のうち、その他を除き、家族（自身含む）の介護を選択した人の満足度が最も低い結果となった。
・昨年度と比較すると全体では、3.6ポイント上昇した。

144



３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．自主グループの活動支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。
・「２．社会参加の支援」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。

高齢者が地域でいきいきと暮らせる
09_03 高齢者の社会参加の促進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

38.8% 16.7% 44.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

33.2％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『高齢者
が地域でいき
いきと暮らせ
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 09_03 高
齢者の社会参
加の促進』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、効果的な支援のあり方や、満足度につながるよう取組内容のさらなる充実を図って
いく。

・高齢者の社会参加促進に向け、対象者の満足度につながるようひらかた生き生きマイレージ（介護予防ポイント
事業）のサポーター活動に関連する取組のさらなる周知や、通いの場の参加促進に向けた取組等を積極的に行って
いく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「施設入所者の地域生活への移行」、「整備済の機能の数」、「障害者歯科診療件数」は
目標を達成している。「障害者のグループホーム利用者数」、「引継ぎ（紹介）が可能な歯科医療機関数」は、
未達成だが、目標には近づいている。「移動支援利用時間」、「コミュニケーション支援員派遣数」、「18歳
以上で補聴器購入費用補助の利用を申請した人数」は未達成である。

市民満足度の分析

【満足度23.3%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で37.5%、最も低いのが60歳台で17.2%である。
・趣味やいきがいがあるとした人と、ないとした人で10ポイント以上の差があることから、満足度への相関関
係が比較的高い指標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、0.2ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「１．グループホームにおける重度障害者受入促進」の取組満足度は高いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「３．地域生活支援のための体制整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「６．補聴器購入補助の拡充」、「４．意思疎通支援の拡充」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「５．障害者歯科診療日数の拡充」「２．くすの木園の跡地活用」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

障害者が地域でいきいきと暮らせる
10_01 社会参加の促進に向けた

                 福祉サービスの充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

23.3% 12.5% 64.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

59.2％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『障害者
が地域でいき
いきと暮らせ
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 10_01 社
会参加の促進
に向けた福祉
サービスの充
実』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き障害者の社会参加の促進に向け、動向等を注視しながら支援のあり方や制度のさらなる周知
に取り組む必要がある。
・障害者の社会参加促進に向け、対象者が必要な支援を受けることができるよう取り組みのさらなる周知が必要である。
・「３．地域生活支援のための体制整備」については、体験の機会・場についての整備やコーディネーターの配置に向け取り組みを
推進していく。
・「４．意思疎通支援の拡充」、「６．補聴器購入補助の拡充」は、引き続き周知強化を行い、事業目的を踏まえた取り組みを推進
する。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績が得られている。また実績が「０」という施策も重要なものであり、時間をかける
ことで施策内容が市民の中に浸透することもあるが、より具体的な対応を検討し実施することで、利用実績がより早まるのではない
か。
・地域生活支援はさらに充実推進する必要がある。グループホーム施策、歯科治療は現状で十分かもしれないし、今後のニーズ把握
を的確に進める必要がある。また、意思疎通支援などスキームを含めて抜本的に見直す必要がある。
・障がい者の地域参加について、グループホームの充実や場の設定、コーディネータ配置などがあるが、実際に地域参加ができる結
果を生み出しているのか、今後生み出せるのか疑問である。障がい者を中心に地域参加の機会を増やす工夫が必要である。また、そ
の需給はマッチングしているのか、障がい者ニーズの的確な把握が必要である。
・未達成の原因が周知不足と分析している取り組みについては、周知活動に力を入れて、必要としている方に必要な取り組みが提供
できるように取り組んでいただきたい。
・特に令和６年度から実施された「４．意思疎通支援の拡充」と「６．補聴器購入補助の拡充」について、周知強化を行っていただ
きたい。
・保護者の高齢化や親亡きあとの支援、兄弟児の問題や支援など、昔とは質の異なる新たな課題が生じているといえる。「地域共生
社会」という言葉はあるが、依然として障害者の方やそのご家族が地域の中で孤立しているケースも少なくなく、周囲の住民や社会
の意識醸成をさらに図っていただきたい。
・人材不足も社会的な課題につながっている。社会福祉分野にかかわる職員の方々の質の向上やメンタルヘルスにかかわる研修、職
場内外の職員の方々同士の情報交換の場の充実も急務ではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「スポーツ講習会の参加人数」は目標を達成している。「遠隔手話通訳サービスの利用件
数」は未達成だが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度23.3%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で37.5%、最も低いのが60歳台で17.2%である。
・趣味やいきがいがあるとした人と、ないとした人で10ポイント以上の差があることから、満足度への相関関
係が比較的高い指標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、0.2ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．日常生活及び社会生活支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「２．遠隔手話通訳サービスの推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。
・「３．スポーツを通じた障害者の社会参加・交流促進」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。

障害者が地域でいきいきと暮らせる
10_02 障害への理解促進、地域

                との交流の場の提供

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

23.3% 12.5% 64.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

59.2％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『障害者
が地域でいき
いきと暮らせ
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 10_02 障
害への理解促
進、地域との
交流の場の提
供』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、障害者の自立や社会参加の促進に向け、対象者への必要な情報提供や制
度周知を行っていく。
・障害者の自立・社会参加には、障害者への理解促進を図ることが必要なことから、引き続き、地域活動支援セン
ター事業の利用者数やスポーツ講習会の参加人数の増加に向けて、事業内容のさらなる充実や積極的な情報発信を
行っていく。
・「1.日常生活及び社会生活支援」について、引き続き障害者の自立に向け、必要な相談や情報提供に取り組む。
また、「３．スポーツを通じた障害者の社会参加・交流促進」については、趣味や生きがいの有無と満足度との相
関関係が比較的高いことからも、障害者の社会参加促進に向け、効果的な周知方法を行い、参加者数の増加につな
げる。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績が得られており、当該施策を継続・発展させることで、市民への
意識の広がりや満足度のさらなる向上を期待する。
・施策の目標からは、地域住民理解と障がい者の社会参加が進んでいることが目標なので、それにふさわしい調査
や分析が必要である。これによって、次の施策や事業の在り方が明らかになると思われる。
・理念や目標を確認した上で、施策の目標に合った調査や分析により、施策や事業の組み立てを考える必要がある。
・パラリンピックなどの影響により、障がい者のスポーツ選手も数多く注目されていることから、引き続きスポー
ツ講習会等を実施していただきたい。
・障害の垣根を超えるためには、同じ目線で一緒に取り組める体験は有効であり、市内の大学と協力しながら、
様々な世代の人たちが楽しめる企画やプログラムを検討し、全国の障害者スポーツ大会に出場されている選手の方
との交流や試合を行うイベントがあると、子どもの教育にもつながるのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要

160



２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「啓発イベント等に参加した人の満足度」は目標を達成している。「人権啓発イベント等
の参加者数」、「LGBTQ＋相談（電話・オンライン（チャット））利用者数」は未達成である。

市民満足度の分析

【満足度31.0%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で62.5%、最も低いのが70歳台で28.5%である。
・男性よりも女性が低い結果となった。
・昨年度と比較すると全体では、1.6ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．人権尊重の意識醸成」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「２．性的マイノリティ支援」の取組満足度は高いものの、関心・期待度・ニーズは低い。

一人ひとりが人権を尊重
11_01 人権教育・啓発の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

31.0% 11.5% 57.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

55.8％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『一人ひ
とりが人権を
尊重』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 11_01 人
権教育・啓発
の推進』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き一人ひとりの個性や価値観を認め合えるよう、人権教育・啓発の推進を図っていく。

・人権啓発イベントの参加者数の増加や相談支援が必要な人へ漏れなく行き届くよう、効果的な周知を行う。

・「1.人権尊重の意識醸成」について、年代別での満足度の差が大きいことから、年代別のニーズを把握の上で幅広い層をターゲット
とした事業実施に向けた検討する。

・「２．性的マイノリティ支援」について、引き続き、性の多様性の理解促進の一環として、事業の効果的な周知を図る。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績も見られ、市民満足度も少し高いという結果になっているが、昨今、SNSによる誹謗
中傷なども問題になっており、SNSは若者世代だけでなく、その上の世代でもよく利用されていることから、そもそもSNSによる誹謗
中傷とは何か（どこまでを意見とするのか、どこからが誹謗中傷になるのかなど）、それに対する対応策や誹謗中傷の受け止め方な
ど、人権教育・啓発の幅をもう少し広げてもよいのではないか。
・人権啓発の手法として、イベントの実施が適切なのか検討すべきではないか。過年度より目標値を達成できていないことに加えて、
関心が低い市民の参加は見込みにくい。これらを踏まえて市としては、関心が低い市民に対して、その意識醸成・啓発を図ることに
注力すべきではないか。
・人権啓発も相談も待ち受け型になっていることから、アウトリーチを考える必要がある。様々な参加機会に人権教育を試みること
ができるのではないか。
・人権施策は停滞していることから、抜本的な改革を必要としている。内部評価も、高い評価は出しにくいし、事業が役立っている
という実感も少ないのではないか。惰性になっている事業を見直し、アウトリーチと当事者参加を基本とするプログラムに切り替え
ていってはどうだろうか。そうすれば成果型の指標や目標も立てやすくなる。
・性的マイノリティに対する社会全体としての理解は一歩ずつであるが、前進しているように感じる。枚方市民においても一層理解
が進み、誰もが住みやすい街となるように、取り組みを進めていただきたい。
・近年「〇〇ハラスメント」「働き方改革」などの言葉が様々な場所で用いられ、それに伴う対応もとられるようになってきている
が、一方でその対応の度合いが過度になると、新たな課題にもつながる。「人権」は様々な対象者や場面で注目されることからも、
人権教育や啓発のテーマや内容については、今後も世の中で話題になっていることを敏感にキャッチいただき反映していくことを期
待する。それが参加者数増加等につながり、より多くの人に広まるように思う。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、「障害者虐待に関する相談件数」、「障害者虐待に関する相談の結果、解決・支援につな
がった割合」、「高齢者虐待に関する相談の結果、解決・支援につながった割合」は目標を達成している。
「DV被害に関する相談件数」、「DVに関する各種証明発行件数」、「高齢者虐待に関する相談件数」について
は、未達成だが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度31.0%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で62.5%、最も低いのが70歳台で28.5%である。
・男性よりも女性が低い結果となった。
・昨年度と比較すると全体では、1.6ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．DVの発生防止と相談支援」の関心・期待度・ニーズは低いものの、取組満足度は平均的である。
・「２．障害者の虐待防止と相談支援」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「３．高齢者の虐待防止と相談支援」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は平均的である。

一人ひとりが人権を尊重
 11_02 人権侵害への支援の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

31.0% 11.5% 57.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

55.8％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『一人ひ
とりが人権を
尊重』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 11_02 人
権侵害への支
援の充実』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、配偶者等からの暴力（DV）や、高齢者、障害者などへのさまざまな人権侵害に対し、
関係機関が連携しながら支援の充実を図っていく。

・70歳代で満足度が最も低い結果から、「3.高齢者の虐待防止と相談支援」の取組は、潜在的なニーズも高いこと
が考えられるため、早期の事案発見に向け、引き続き関係機関と連携しながら、迅速な対応を行っていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

【満足度31.0%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で62.5%、最も低いのが70歳台で28.5%である。
・男性よりも女性が低い結果となった。
・昨年度と比較すると全体では、1.6ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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施策の分析

・「１．多文化共生の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「２．標識等の多言語化」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「３．外国籍の市民等への支援の充実」、「４．多文化共生教育の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

一人ひとりが人権を尊重
11_03 多文化共生社会の形成の支援

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

31.0% 11.5% 57.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

55.8％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『一人ひ
とりが人権を
尊重』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 11_03 多
文化共生社会
の形成の支援
』に紐づく取
り組み⇒赤ダ
イヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、多様な文化を認め合えるよう、人権教育・啓発を図るとともに、外国籍の市民等に
とっても、住みやすいまちづくりを行っていく。

・生活満足度を高めるため、標識等の多言語化などの環境整備や、外国人市民等のための相談窓口の具体化に向け
た検討を進める。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「２週間以上の育児休業を取得した男性職員の割合」、「男女共同参画に関する講座等の参加者数」、「周
知啓発を行った市内事業者数」については、目標を達成している。「管理職に占める女性の割合」、「男女共
同参画の理解が深まった人の割合」については、未達成だが、目標には近づいている。「支援に必要な相談機
関につながった人の数」は未達成である。

市民満足度の分析

【満足度26.4%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で56.3%、最も低いのが60・70歳台で23.3%である。
・男性よりも女性が低い結果となった。
・昨年度と比較すると全体では、5.6ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．市役所男性職員の育児休暇の取得促進による女性が働きやすい環境の推進」、「２．市役所女性職員の活躍推進」の取組満足度は高いもの
の、関心・期待度・ニーズは低い。
・「４．男女共同参画の推進」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は低い。
・「５．男性の育児休暇の取得、女性が働きやすい市内企業の応援」については、関心・期待度・ニーズが高く、満足の決め手としても一定数選ば
れているが、他の取組に比べて相対的に取組満足度が低い。
・「３．女性のための相談支援」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。

男女共同参画社会が実現している
12_01 女性活躍の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

26.4% 15.1% 58.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

56.8％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『男女共
同参画社会が
実現してい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 12_01 女
性活躍の推
進』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、女性の職業生活などにおける活躍の推進を図るとともに、男女がともに仕事と生活
を両立することができるよう、満足度の向上に向けて、ワーク・ライフ・バランスの推進を図っていく。

・男性よりも女性の満足度が低い結果から、引き続き、女性の社会進出の促進に向け、特に関心・期待度・ニーズ
の高い「4.男女共同参画の推進」及び「5.男性の育児休暇の取得、女性が働きやすい市内企業の応援」の取り組み
を推進する。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績が得られており、市民満足度も前回よりもかなり高い結果である
ことから、当該施策を継続することで、市民の意欲を後押しできる環境づくりやシステム構築に寄与できることを
期待する。
・施策や事業は目標に向けて進んでいるが、目標達成できていないところをどのよう修正していくのかを検討する
必要がある。受動的あるいは一方向的な取り組みがみられるので、実際に効果のある方法に組み替えていくことを
検討してほしい。
・公的機関が率先して、女性の社会進出・活躍推進・男性育休率を高めていくことで、民間企業も追随していくと
考える。
・昨今は、育児休暇に加え、介護休暇にも着目する必要があるのではないか。親の介護のために離職せざるを得な
いケースも増えてきており、今後は介護休暇制度の利用状況なども指標の一つに入れてもよいのではないか。
・子育てについては、例えば、子どもの急な発熱によって、仕事を急遽休まないといけなくなったり、遅れての出
勤、あるいは早めの退勤などもあるため、職場全体の理解が求められる中、そうした理解に向けて、うまく取り組
む市町村や企業があれば参考にし、検討を進めていただきたい。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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市民満足度の分析

【満足度52.6%】
・年代別では、最も高いのが70歳台で60.1%、最も低いのが40歳台で44.9%である。
・昨年度と比較すると全体では、6.6ポイント上昇した。

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、すべて目標値を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

※取り組みが１つのためマトリクス分析不可
・平和の意識醸成

平和の大切さが継承されている
13_01 平和意識の向上

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

52.6% 9.5% 37.9%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

56.1％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、引き続き、計画に基づいて取り組みを進める。

・世代に応じて事業実施の内容と伝え方の双方に視点を置き、関係部局との連携など工夫を図ることで、より効果
的な啓発を進める。

・さまざまな平和啓発事業において、引き続き周知・啓発を行い、イベントへの参加者の増加を目指す。
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